
自民党
｢改憲｣の狙い
　3月の自民党大会で安倍首相は｢憲法改正に取り
組み時がきた｣｢自衛隊を明記し、違憲論争に終止符
を打つ｣と演説しました。具体的には、秋の臨時国会
で論議した上で、2019年5月1日の新天皇即位までの
間に国民投票を行い、改憲下で2020年オリンピック
を迎えるという筋書きを描いています。
　そもそも改憲とは何か。どう変えられようとしてい
るのかを本リーフで明らかにしていきたいと思いま
す。
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改憲、戦争を
止める力は
どこにあるか？

全学連大会で
議論し

行動しよう

日時：2018年9月1日(土)、2日(日)
場所：東京都内(お問い合わせください)



立憲民主党は｢改憲派｣

｢自衛戦争｣認める日本共産党3.
　日本共産党は2015年9月以降、｢国民連合政府構想｣と｢野党共闘｣を掲げ、そのためにこれまで
反対してきた｢自衛隊｣｢天皇制｣｢自衛戦争｣に公然と賛成しました。また昨年12月には｢北朝鮮へ
の制裁強化｣と主張しています。安倍首相の主張と何が違うのでしょうか。立憲民主党と日本共産
党は実際には｢護憲派｣などではなく、自民党を左から支える補完勢力です。

改憲の狙いは
９条の解体?

　昨年5月3日の憲法記念日に、安倍首相は｢憲法9条1項、2項を
残したまま、新たに自衛隊を明記する｣という改憲案を発表しま
した。
　1項、2項には｢国権の発動たる戦争と、武力による威嚇または
武力の行使は…永久にこれを放棄する｣｢陸海空軍その他の戦
力はこれを保持しない。国の交戦権は、これを認めない｣と明記
されています。安倍首相の改憲案ではここに3項として｢我が国
を防衛するための必要最小限度の実力組織として自衛隊を保持
する｣という文言が書かれるとされています。
　それは9条を空文化させ、｢自衛｣を口実とした軍備の増強や
訓練・任務の拡大、他国軍との一体化、軍法会議や憲兵の復活に
も道を開くものです。｢戦争のできる国への転換｣と言っても過言
ではありません。

　1月24日の衆院本会議で、二階俊博・自民党幹事長は「命を賭し
て任務を遂行する自衛隊員の心に尊敬と誇りと勇気を与えるべき
だ」と主張しました。これを受けて安倍首相は｢自衛隊員に『君たち
は憲法違反かもしれないが何かあれば命を張ってくれ』と言うの
はあまりにも無責任だ。｣と発言しました。何かあれば｢命を張って
｣いく文字通りの軍隊に自衛隊を作りかえていくのが狙いです。

立憲民主党や
日本共産党は｢改憲容認｣？
　立憲民主党や日本共産党は｢立憲主義を守れ｣｢野党共闘｣というスローガンで安倍首相
の改憲案に反対しているポーズをとっていますが、果たして彼らは改憲反対なのでしょうか。

大日本帝国憲法も立憲主義1.
　立憲主義とは｢憲法は国家権力を縛る
ものであり、国は憲法の範囲内で政治を
行う｣というものです。しかし実際に憲法
が国家権力を縛ったことなどありません
。戦前の大日本帝国憲法も建前上は立憲
主義でした。
　憲法に書いてある諸権利の保障など
は、実際には多くの人々がその権利を求
めてストライキやデモなどの行動に立ち
上がって勝ち取られてきたものです。｢戦
争は二度と許さない｣という先輩方の闘
いが、実際には戦争を止める最大の力と
なってきました。｢立憲主義守れ｣では改
憲も戦争も止められません。

2.
　枝野幸男・立憲民主党代表は昨年の
結党当初から｢私は護憲派ではありま
せん｣｢憲法をよりよい方向に変えるな
ら改憲には賛成です｣と公言していま
す。また立憲民主党の山尾志桜里衆院
議員は｢改憲・護憲の従来型二項対立
から脱却し、より立憲的な憲法を目指
し、野党こそが先手を打つべきだ｣と昨
年11月9日の神奈川新聞インタビュー
で答えています。
　また枝野は｢文芸春秋｣2013年10月
号で｢軍事力の保有｣｢集団的自衛権行
使｣｢国連多国籍軍容認｣の改憲私案を
出しています。　

｢命を張って戦える自衛隊｣
が狙い？

昨年の米韓軍事演習。
自衛隊もオブザーバー参加。


